
 

 

 

 

１ 目 的 

本市では、2050 年二酸化炭素排出量実質ゼロの実現に向け『 ゼロカーボンシティ かす

がい 』を宣言することにより、自治体自らの率先行動と、市民、事業者、行政のパート

ナーシップにより、更なる地球温暖化対策に取り組んでいきます。 

 

２ 背 景 

二酸化炭素など温室効果ガスの増加に起因する地球温暖化の進行に伴い、自然災害が

頻発し、気候変動への危機意識が高まっています。このような状況の中、2015年のパリ

協定では、気温上昇を 1.5℃に抑えるよう努力目標が示され、2018年に公表された気候

変動に関する政府間パネル（IPCC）の特別報告書では、「気温上昇を 1.5℃に抑制する

には、2050 年に二酸化炭素排出量を実質ゼロ」とすることが必要とされています。 

 

３ 実施内容等 

⑴ 公共施設における電力をゼロカーボン化します！  

令和３年７月から、本庁

舎を始め109公共施設にク

リーンセンターで発電し

た電力等のＣＯ２フリー電

力を供給開始します。中で

も小・中学校は、クリーン

センター発電電力で100％賄えることから、エネルギーの地産地消とＲＥ100※を達成

することとなります。 

※ＲＥ100(Renewable Energy):事業活動で使用する電力を再生可能エネルギーで100％賄う国際的イニ

シアティブ 

⑵ 学び・考え・行動する環境学習を実施します！ 

鈴与電力㈱（静岡市）と「公共施設への電力供給とゼロカーボン推進に関する連携

協定」を締結するとともに、協力会社３社も加わえた覚書を交わし、新たにゼロカー

ボン講座やイベントを企画・開催することで、学び・考え・行動できる環境市民の更

なる育成に努めます。 

⑶ 次期環境基本計画を策定し、地球温暖化対策実行計画を見直します！ 

ゼロカーボン（2050 年二酸化炭素排出量実質ゼロ）を明記した次期環境基本計画を

令和４年３月までに策定します。また、現行の地球温暖化対策実行計画の削減目標の

見直しに着手します。 

 

 

「ゼロカーボンシティ かすがい」を宣言します！ 
～2050年二酸化炭素排出量実質ゼロを目指して～ 
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４ 「ゼロカーボンシティ かすがい」宣言式及び「セロカーボン推進連携協定」締結式 

 ⑴ 日 程：令和３年６月22日（火）午後２時から 

 ⑵ 場 所：春日井市役所（５階）特別応接室 

⑶ 出席者：鈴与電力株式会社、鈴与商事株式会社、株式会社フジドリームエアライン

ズ、しずおか未来エネルギー株式会社 

 

５ 県内の宣言等の状況 

豊田市、みよし市、半田市、岡崎市、大府市、田原市、武豊町、犬山市、蒲郡市、小牧

市 

 

６ ゼロカーボン宣言啓発イベント 

 ⑴ ８月４日（水）       エコライフセミナーを活用して啓発 

 ⑵ 10月16日（土）・17日（日） 春日井まつりのエコワールドを活用して啓発  

 

７ 地球温暖化をテーマとした市民環境アカデミー 

 ⑴ ９月開催 

   講  師：（一社）日本キリバス協会 代表理事 ケンタロ・オノ 

   タイトル：だれ一人取り残されないために 

～僕の国キリバスからのメッセージ～ 

 ⑵ 10月開催 

   講  師：気象予報士（調整中） 

   タイトル：天気からみる地球温暖化 現状と将来予測（仮称） 

～温室効果ガス2050年ゼロに向けて私たちができること～ 

 ⑶ 12月開催 

   講  師：東京大学 未来ビジョン研究センター 教授 高村 ゆかり 

   タイトル：ゼロカーボンシティかすがいの実現に向けて（仮称）  

 

８ その他（過去の実績等） 

⑴ 環境都市宣言（平成13年９月28日） 

⑵ 春日井市環境基本条例（平成13年10月１日施行） 

 

 

問い合わせ 環境部環境政策課 TEL 0568－85－6215 


